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第２四半期連結累計期間業績と前年同期実績との差異に関するお知らせ 

 

当社は、平成 29 年９月期第２四半期連結累計期間（平成 28 年 10 月 1 日～平成 29 年３月 31 日）

における業績につき、業績予想をしておりませんので、前年同期との対比について下記のとおり

お知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成29年９月期第２四半期連結累計期間（平成28年10月１日～平成29年３月31日）業績と前

年同期実績との差異 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

 

前年同期実績（A） 

百万円 

3,362 

百万円 

△519 

百万円 

△650 

百万円 

△642 

円 銭 

△3.97 

今回発表業績（B） 4,062 △139 △101 △122 △0.76 

増減額 （B－A） 700 379 548 520 － 

増減率  （％） 20.8 － － － － 

 

２．差異の理由 

 

当第２四半期連結累計期間は、アセット投資、不動産証券化のアレンジメント、企業投資の回

収による売上がそれぞれ増加しました。また、公共コンサルティング事業等を行う子会社を連結

の範囲に含めたことにより、売上高は 4,062 百万円（前年同期比 20.8％増）となりました。営業

損益は 139 百万円の営業損失（前年同期は 519 百万円の損失）となり、前年同期から改善したも

のの、メッツァ事業等の先行投資を吸収するには至りませんでした。経常損失は為替差益 65 百万

円を計上したことで 101 百万円（前年同期は 650 百万円の損失）となり、親会社株主に帰属する

四半期純損失は 122 百万円（前年同期は 642 百万円の損失）となりました。 

 

以  上 


